
新しい英語教育について
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グローバル社会で活躍する子どもたちのために

平成２６年１０月７日（火）
都市経営戦略会議 資料

教育委員会学校教育部指導１課



１ 「新しい英語教育」の導入による他の

教科等への影響

２ 「新しい英語教育」を国よりも先行・拡大

して実施する理由

課題の確認
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学習指導要領における「総合的な学習の時間」の目標
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①横断的・総合的な学習や探究的な学習を通すこと
②自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問

題を解決する資質や能力を育成すること
③学び方やものの考え方を身に付けること
④問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を

育てること
⑤自己の生き方を考えることができるようにすること

電話でインタビュー グループで発表

１ 「新しい英語教育」の導入による他の教科等への影響



さいたま市における「総合的な学習の時間」の学習内容

各学年の学習内容は、各教科や行事等との関連がある。
• 小３、中１で「地域」「伝統と文化」が多い。
• 小４で「福祉」が多い。
• 小５、中２で「環境」が多い。
• 小６、中３で「国際理解」、小６で「伝統と文化」が多い。
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※平成２６年度学校調査より
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体験活動の実施の工夫
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学習内容 具体的な
体験活動の例

国際理解 外国人との交流

情報 発表活動

環境 水質検査

福祉・健康 アイマスク体験、高齢
者疑似体験

地域や学校の特色に応じた課
題（地域の人々、伝統と文化）

ひな人形作り、盆栽、
稲作

児童生徒の興味・関心に基づく
課題

調査、見学、発表活
動

職業や自己の将来に係わる課
題

未来くるワーク（職場
体験）、未来くる先生

新しい
英語教育

各教科等

学校行事

総合的な学習
の時間

今後



今後の「総合的な学習の時間」
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総合的な学習の時間
「福祉・健康」

「未来くるワーク」 など

「国際理解」
「伝統文化」
「地域」など

各教科等

「環境」
「伝統文化」
「地域」など

「調査」「発表」
など

「総合」の
目標・内容
も包含

一層の
連携推進

新しい
英語教育

・ 「総合的な学習の時間」を質的にも量的にも十分確保
・ 「新しい英語教育」との連携により、発展的な学習が可能
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新しい英語教育の例

１時間目 ２～３時間目 ４時間目

１ あいさつ、ウォーミングアップ等 １ あいさつ、ウォーミングアップ等 １ あいさつ、ウォーミングアップ等

２ 目標表現の導入
国の仲間で集まろう
一人一枚国旗カードを持ち、その国のあい
さつを言いながら、仲間を探す。
“Hello.”“ニーハオ。”“Ciao.”“グーテンター
ク。”・・・
３ ワールドバザーの準備をする
Ａ： May I help you?
Ｂ： I'd like a , please. 
Ａ： Here you are.
Ｂ： Thank you.

２ ワールドバザーの準備をする
Ａ： How much?
Ｂ： It‘s 500 yen.
Ａ： Discount, please.
Ｂ： O.K. It’s 400 yen.
Ａ： Good price. I‘ll take it.
B:  Here you are. Thank you.

２ ワールドバザーを行う
店員：国の言葉であいさつ
客： あいさつ
店員：May I help you?
客： I'd like , please.
店員：How about this one?
客： Good. How much?
店員： yen.
客： O.K.
店員：Thank you. Here you are.

ＡＬＴの出身国を入
れ、外国を身近に
感じさせる。
〔国際交流〕

日本のお店の場
合、日本らしいも
のを取り入れる。
〔伝統文化〕

外国のお店では、その国
らしいものを取り入れる。
〔異文化理解〕

様々な国につい
て理解し、尊重
する。
〔多文化共生〕

ALTと楽しく
会話する。

〔コミュニ
ケーション〕

第４学年 単元名「おいでよ！ワールドバザーへ」（４時間）



学習指導要領の改訂による英語の時数
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週２時間
(140時間)

週３時間
(210時間)

週４．５時間
（471時間）

小学1.2年 小学3.4年 小学5.6年 中学1.2.3年

週１時間
（70時間）

小学3.4年 小学5.6年 中学1.2.3年

週１～２時間
（70～140時間）

週４時間
（420時間）週３時間

（210時間）国

さ
い
た
ま
市

＊今後の国の動向により、時間数については変更あり

余剰時間又は
モジュールで対応

国と同じ 国と同じ
増加部分は現在の

「英会話」の時間を充当

平成２８年度告示予定
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２ 「新しい英語教育」を国よりも先行・拡大して実施する理由

学
び
の
向
上
さ
い
た
ま
プ
ラ
ン

体
力
向
上

サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン

さいたま市理数教育推進プログラム
１時間の授業の中での「分かったこと」の確認、知識・技能の繰り返し学習等

さいたま市国語力向上プログラム

すべての教科等で「話す・聞く」「書く」「読む」を学習課程に効果的に位置付ける等

小学校における英語活動の充実
遊びの要素を取り入れた体験的活動等

小・中一貫『潤いの時間』「英会話」の充実
市独自カリキュラムによるコミュニケーション能力の

育成、ティームティーチングの実施等

さいたま市小・中一貫教育

９年間を見通したカリキュラム、小・中教員相互の授業参観、小・中教職員合同研修等

基礎学力定着プログラム
読み書き・計算「達成目標⇒ワークシート⇒自己評価シート」による繰り返し学習等

学校体育の充実
新体力アップメニューを活用した授業づくり等

運動の習慣化
体力アップキャンペーンの推進

・英語の授業との連携不足
・「使える英語」になっていない

等の課題

各教科等における改善・充実の取組

共
通

国
語

理
数

英
語

新しい英語教育

小学校１年生から
９年間一貫した

新しい教科として実施
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平成２６年度 全国学力・学習状況調査「教科に関する調査」の平均正答率 （ ）内の数値は全国との比較

小学校６年生 中学校３年生

教科
国語Ａ

（基礎・基本）

国語Ｂ
（活用）

算数Ａ
（基礎・基本）

算数Ｂ
（活用）

国語Ａ
（基礎・基本）

国語Ｂ
（活用）

数学Ａ
（基礎・基本）

数学Ｂ
（活用）

さいた
ま市

７４．２
(+1.3)

５８．２
(+2.7)

７８．５
(+0.4)

６０．８
(+2.6)

８２．０
(+2.6)

５５．９
(+4.9)

７０．８
(+3.4)

６４．０
(+4.2)

全国 ７２．９ ５５．５ ７８．１ ５８．２ ７９．４ ５１．０ ６７．４ ５９．８

埼玉県 ７２．５ ５５．５ ７６．９ ５７．８ ７９．４ ５１．５ ６６．２ ５９．３

平成１７年度～「学びの向上さいたまプラン」重点事業

●国語力向上プログラム
●理数教育推進プログラム
●基礎学力定着プログラム



さいたま市学校教育ビジョンと新しい英語教育
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ゆめをもち、
未来を切り拓く、

さいたま市の子ども

徳

コミュニケーション

知 体

さいたま市の目指す子ども像

新しい
英語教育

「知」の充実はもちろん、「徳」・「コミュニケーション」にも大きな効果

成果が出ている３つの
取組
⇒継続実施

小・中一貫「英会話」
⇒「新しい英語教育」
として充実・強化

総合的な学力の
更なる向上！！



各教科等へのプラスの効果
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新しい英語教育

人間関係プログラム
・英語や非言語スキルがコ
ミュニケーション手段として
有効であることの理解

各教科共通
・思考力、判断力、表現力の
更なる向上

学校行事
・文化的行事等での内容の
充実

総合
・英語による体験活動

・ダイナミックな単元構成に
よる授業の充実

社会
・更なる異文化理解
・地域・伝統文化を伝える力

理数系
・高校・大学での英語のプレ
ゼンテーション力の強化に
つながる素地の育成

英語
・小・中一貫した指導を通し
て、コミュニケーション能力
の基礎の確実な定着
・よりハイレベルな英語教育国語

・母語と英語の相違を理解
・言語の大切さを理解



さいたま市の教育～日本一の教育都市へ～
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他自治体に先行した低学年からの新しい英語教育
国際感覚、英語による発信力などの基礎づくり

中等教育学校
グローバル人材を育成する教育

高等学校
ＳＳＨ、理数教育、特色ある教育など

大 学 ・ 社会人
専門教養や幅広い知識、キャリア

国際社会で活躍する人材

All Englishの
英語授業が
標準に

英語によるプレ
ゼンテーション
能力の育成

英語力を

求める企業が
多数

国際バカロレア

宇宙飛行士の若田
さんのような世界で
活躍する人材

さいたま市の国際化
を支え、都市の活力
を向上させる人材


